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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井と床との間の空間を自走して区画するパネルと、
　前記パネルによって区画されるエリアの気温を検知する温度センサと、
　前記温度センサの出力を入力し、監視信号として出力する監視装置と、
　前記パネルの通過を検知する前記通過センサの出力を入力し、前記パネルを移動させる
駆動部を制御するパネル制御部と、
　前記監視装置からの監視信号と、前記パネル制御部からの前記通過センサの出力信号を
パネル駆動情報として入力し、前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネル
制御部に前記パネルの移動を指示する主制御部と、
を備える間仕切りパネル。
【請求項２】
　前記主制御部は、
　前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネルによって区画するパターンを
計算する請求項１記載の間仕切りパネル。
【請求項３】
　前記主制御部は、
　前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネルによって区画するパターンご
との空調機の出力を制御する請求項２記載の間仕切りパネル。
【請求項４】
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　前記パネルは、
　モジュール化して配置されるサーバ、前記温度センサ、及び空調の吹き出し孔の組を格
子状に取り囲むレールに沿って自走する請求項３記載の間仕切りパネル。
【請求項５】
　天井と、
　床と、
　空調機からの冷気を吹き出す吹き出し孔と、
　前記天井と前記床との間の空間を自走して区画するパネルと、
　前記パネルによって区画されるエリアの気温を検知する温度センサと、
　前記温度センサの出力を入力し、監視信号として出力する監視装置と、
　前記パネルの通過を検知する前記通過センサの出力を入力し、前記パネルを移動させる
駆動部を制御するパネル制御部と、
　前記監視装置からの監視信号と、前記パネル制御部からの前記通過センサの出力信号を
パネル駆動情報として入力し、前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネル
制御部に前記パネルの移動を指示する主制御部と、
を備えるサーバ室。
【請求項６】
　前記主制御部は、
　前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネルによって区画するパターンを
計算する請求項５記載のサーバ室。
【請求項７】
　前記主制御部は、
　前記監視信号と前記パネル駆動情報に基づいて前記パネルによって区画するパターンご
との空調機の出力を制御する請求項６記載のサーバ室。
【請求項８】
　前記パネルは、
　モジュール化して配置されるサーバ、前記温度センサ、及び前記吹き出し孔の組を格子
状に取り囲むレールに沿って自走する請求項７記載のサーバ室。
【請求項９】
　サーバ、空調機からの冷気を吹き出す吹き出し孔、及び気温を検知する温度センサを一
モジュールとして配置し、
　前記モジュールを囲むようにレールを配置し、
　主制御部によって前記温度センサの出力に基づいて区画するパターンを計算し、
　前記パターンに従ってパネルを前記レールに沿って自走させて天井と床との間の空間を
区画するサーバ室区画方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、間仕切りパネル、サーバ室及びサーバ室区画方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆるサーバ室は、サーバ及びサーバの関連機器を収納したラックを複数収納する。
【０００３】
　ここで、サーバ及びサーバの関連機器は仕様によって発熱するが、この発熱は一様でな
い場合がある。すなわち、ある一部のサーバのみが集中的に発熱し、他のサーバが発熱し
ない場合、サーバ室の一部の区域のみの温度が上昇する。
【０００４】
　この場合、発熱していないサーバが設置されている区域の空調機を稼働させておくこと
は電力が無駄になる。しかし、単純にこの区画の空調機を停止させた場合、発熱している
サーバの冷却効率が低下する。従って、サーバ室を区画した上で、空調機を制御する必要
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がある。
【０００５】
　この点に関し、自走する間仕切りパネルが提案されている。しかし、従来の間仕切りパ
ネルは、部屋を自動的区画することはできるが、発熱している区画を認識することはでき
ず、区画の判断は人手に頼っていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－１４５２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、発熱している区画を効率的に冷却することが可能な間仕切りパネル、サーバ室
、及びサーバ室区画方法が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の一実施形態は、天井と床との間の空間を自走し
て区画するパネルと、パネルによって区画されるエリアの気温を検知する温度センサと、
温度センサの出力を入力し、監視信号として出力する監視装置と、パネルの通過を検知す
る通過センサの出力を入力し、パネルを移動させる駆動部を制御するパネル制御部と、監
視装置からの監視信号と、パネル制御部からの通過センサの出力信号をパネル駆動情報と
して入力し、監視信号とパネル駆動情報に基づいてパネル制御部にパネルの移動を指示す
る主制御部と、を備える間仕切りパネルを提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】間仕切りパネルの斜視図である。
【図２】方向変換する間仕切りパネルを示す図である。
【図３】パネル収納ボックスを示す図である。
【図４】サーバ室を示す図である。
【図５】サーバ室の平面図である。
【図６】主制御部の管理画面の例を示す図である。
【図７】サーバ室の構成を示すブロック図である。
【図８】サーバ室の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、間仕切りパネル及びサーバ室の一実施形態について、図面を用いて詳細に説明す
る。
【００１１】
　本実施形態の間仕切りパネルは、天井と床との間の空間を自走して区画するパネルと、
パネルによって区画されるエリアの気温を検知する温度センサと、温度センサの出力を入
力し、監視信号として出力する監視装置と、パネルの通過を検知する通過センサの出力を
入力し、パネルを移動させる駆動部を制御するパネル制御部と、監視装置からの監視信号
と、パネル制御部からの通過センサの出力信号をパネル駆動情報として入力し、監視信号
とパネル駆動情報に基づいてパネル制御部にパネルの移動を指示する主制御部と、を備え
る。
【００１２】
　本実施形態のサーバ室は、天井と、床と、空調機からの冷気を吹き出す吹き出し孔と、
天井と床との間の空間を自走して区画するパネルと、パネルによって区画されるエリアの
気温を検知する温度センサと、温度センサの出力を入力し、監視信号として出力する監視
装置と、パネルの通過を検知する通過センサの出力を入力し、パネルを移動させる駆動部
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を制御するパネル制御部と、監視装置からの監視信号と、パネル制御部からの通過センサ
の出力信号をパネル駆動情報として入力し、監視信号とパネル駆動情報に基づいてパネル
制御部に前記パネルの移動を指示する主制御部と、を備える。
【００１３】
　図１は、本実施形態の間仕切りパネル１の斜視図である。図２は、方向変換する間仕切
りパネル１を示す図である。
【００１４】
　図１に示すように、間仕切りパネル１は、天井に接地されるレール１９と、レール１９
に沿って設置されるチェーンベルト１２と、レール１９に配置され、パネル１５の通過を
検知する通過センサ１４と、チェーンベルト１２を駆動させる駆動部１３と、チェーンベ
ルト１２に噛み合う固定ギア１６と、固定ギア１６から吊り下げられるパネル１５と、パ
ネル１５の上端及び下端に設けられるローラ１８と、ローラ１８の動きを規制する天井レ
ール１９及び床レール１７と、を備える。
【００１５】
　パネル１５は、ドアを有するドアパネル１５Ａであってもよい。駆動部１３は、モータ
及びギアを備える。固定ギア１６はパネル１５に回転不可能に係止される。
【００１６】
　駆動部１３が回転すると、チェーンベルト１２が回転する。チェーンベルト１２が回転
すると固定ギア１６がレール１９に沿って搬送される。固定ギア１６が搬送されるとパネ
ル１５が移動する。
【００１７】
　図１に示すように、チェーンベルト１２がそれぞれ矢印Ｘ１方向に回転すると、パネル
１５はレールの交差点を直進する。
【００１８】
　図２に示すように、レール１９の交差点の一つのチェーンベルト１２の回転方向を矢印
Ｘ２に示すように逆にすると、パネル１５はこの逆転しているチェーンベルト１２の方向
に進む。
【００１９】
　図３は、パネル収納ボックス３０を示す図である。図３に示すように、パネル収納ボッ
クス３０は、パネル１５を複数枚格納する。パネル収納ボックス３０の一端にはチェーン
ベルト１２が配置される。
【００２０】
　パネル１５は固定ギア１６と、他のパネル１５の固定ギア１６とを連結する連結部１６
Ａを備える。
【００２１】
　チェーンギア１２が矢印Ｘ３に示す方向に回転するとパネル１５は順次パネル収納ボッ
クス３０から引き出される。
【００２２】
　図４は、サーバ室１００を示す図である。図４に示すように、サーバ室１００は、天井
１０１と、天井１０１から吊り下げられるレール１９と、レール１９に沿って設置される
チェーンベルト１２と、レール１９に配置される通過センサ１４と、チェーンベルト１２
を駆動させる駆動部１３と、チェーンベルト１２に噛み合う固定ギア１６と、固定ギア１
６から吊り下げられるパネル１５と、パネル１５の上端及び下端に設けられるローラ１８
と、ローラ１８の動きを規制する天井レール１９及び床レール１７と、床レール１７を支
持する床１０２と、床１０２に載置されるフロア部材４３と、空調機から冷気を吹き出す
吹き出し孔４４と、風速を検知する風速センサ２１と、気温を検知する温度センサ２２と
、風速センサ２１、温度センサ２２、及び消費電力を計測する電力計７１の出力を入力し
、監視信号として出力する監視装置３１と、通過センサ１４の出力を入力し、駆動部１３
を制御するパネル制御部３２と、監視装置３１からの監視信号と、パネル制御部３２から
の通過センサ１４の出力信号をパネル駆動情報として入力し、監視信号とパネル駆動情報
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に基づいてパネル制御部３２にパネルの移動を指示する主制御部３３と、を備える。
【００２３】
　サーバ４１は、所定台数ごとにまとめてフロア部材４３の上に吹き出し孔４４に囲まれ
るように設置される。
【００２４】
　風速センサ２１及び温度センサ２２は、サーバ４１の近傍に配置される。
【００２５】
　サーバ４１の列と列の間に、レール１９及び床レール１７が設置され、パネル１５はサ
ーバの列の間を移動する。
【００２６】
　図５は、サーバ室１００の平面図である。図５においては、吹き出し孔４４は省略して
ある。
【００２７】
　図５に示すように、サーバ室１００は、所定台数のサーバ４１と、吹き出し孔４４と、
風速センサ２１及び温度センサ２２と、排気口、排煙口、煙感知器、並びにガス消火噴射
ヘッドの補助装置と、が一つのセットとしてモジュール化される。
【００２８】
　レール１９はこのモジュールを仕切るように配置される。冷気は空調機ＰＡＣから吹き
出し孔４４を介して各モジュールに供給される。
【００２９】
　図６は、主制御部３３の管理画面の例を示す図である。主制御部３３は、演算装置であ
るＣＰＵと、記憶装置であるＲＯＭ，ＲＡＭと、通信インターフェースと、入出力装置と
、を備える。
【００３０】
　図６に示すように、主制御部３３は、入出力装置に監視信号とパネル駆動情報に基づい
てサーバ室１００のパネル１５の配置状況と各モジュールが配置されるエリア毎の区画内
発熱量、空調機冷房性能を表示する。
【００３１】
　主制御部３３は、解析実行ボタン６０１が押下されると空調の効率解析を実行する。
【００３２】
　主制御部３３は、温度の非常に高いエリア６１２と、そうでないエリア６１１とが隣り
合わせになっている場合は、特に温度が高いエリア６１２に空調機ＰＡＣの冷気を集中さ
せるよう、エリア６１１とエリア６１２の間に区画パネルを配置する単独区画パターンを
表示する。
【００３３】
　主制御部３３は、温度の低いエリア６１３がある場合には、空調設定を下げるか、或い
は、空調機ＰＡＣを停止させるために、エリア６１３とエリア６１１との間に区画パネル
を配置する空調能力低減区画パターンを表示する。
【００３４】
　主制御部３３は、区画実行ボタン６０２が押下されたとき解析結果に基づいてパネル１
５を移動させて単独区画パターン及び空調能力低減区画パターンを形成する旨の指示をパ
ネル制御部３２に出力する。
【００３５】
　主制御部３３は、さらに、単独区画パターン６１２のエリアに冷気を送る空調機ＰＡＣ
の出力を強め、空調能力低減区画パターン６１３のエリアに冷気を送る空調機ＰＡＣの出
力を弱めるか、停止させる。
【００３６】
　図７は、サーバ室１００の構成を示すブロック図である。図７に示すように、サーバ室
１００は、通過センサ１４からの出力を入力し、駆動部１３を制御するパネル制御部３２
と、温度センサ２２、風速センサ２１、及びサーバの消費電力をエリア毎に計測する電力
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計７１からの出力を入力し、監視情報として出力する監視装置３１と、空調機ＰＡＣと、
監視装置３１からの監視信号に基づいてパネル制御部３２及び空調機ＰＡＣを制御する主
制御部３３と、を備える。
【００３７】
　図８は、サーバ室１００の動作を示すフローチャートである。図８に示すように、動作
８０１において、監視装置３１は主制御部３３に監視信号を送信する。
【００３８】
　動作８０２において、主制御部３３は監視信号を受信する。
【００３９】
　動作８０３において、主制御部３３は監視信号の情報を入出力装置であるモニタに表示
する。
【００４０】
　動作８０４において、主制御部３３は、エリア毎に発熱量を計算する。
【００４１】
　動作８０５において、主制御部３３は、単独区画パターン及び空調能力低減区画パター
ンの区画計算を行う。
【００４２】
　動作８０６において、主制御部３３は、パネル制御部３２に区画指示を行う。
【００４３】
　動作８０７において、パネル制御部３２は、駆動部１３を駆動させる。
【００４４】
　動作８０８において、パネル制御部３２は、区画が終了したかを判定する。パネル制御
部３２は、区画が終了したと判定した場合、駆動部１３を停止して主制御部３３からの次
の指示を待機し、区画が終了していないと判定した場合、動作８０７に戻る。
【００４５】
　動作８０９において、パネル制御部３３は、図６に示す区画解除ボタン６０３が押下さ
れたと判定した場合、区画解除指示をパネル制御部３２に送信する。
【００４６】
　動作８１０において、パネル制御部３２は、区画解除指示を受信した場合、駆動部１３
を逆方向に駆動させる。
【００４７】
　動作８１１において、パネル制御部３２は、区画解除が終了したかを判定する。パネル
制御部３２は、区画解除が終了したと判定しない場合、動作８１０に戻り、終了したと判
定した場合、処理を終了する。
【００４８】
　以上述べたように、サーバ室１００は、天井１０１と、間仕切りパネル１と、間仕切り
パネル１の床レール１７を支持する床１０２と、床１０２に載置されるフロア部材４３と
、空調機から冷気を吹き出す吹き出し孔４４と、気温を検知する温度センサ２２と、温度
センサ２２の出力を入力し、監視信号として出力する監視装置３１と、間仕切りパネル１
の通過センサ１４の出力を入力し、駆動部１３を制御するパネル制御部３２と、監視装置
３１からの監視信号と、パネル制御部３２からの通過センサ１４の出力信号をパネル駆動
情報として入力し、監視信号とパネル駆動情報に基づいてパネル制御部３２にパネルの移
動を指示する主制御部３３と、を備える。
【００４９】
　従って、発熱している区画を効率的に冷却することが可能となるという効果がある。
【００５０】
　いくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したものであり
、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様々な形態
で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え
、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
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と同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００５１】
１：間仕切りパネル
１４：通過センサ
２２：温度センサ
３１：監視装置
３２：パネル制御部
３３：主制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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